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「大分に青少年科学館を作る会」会則（案）

2004.5.18

第１章　総則

（名称）

第１条　この会は、大分に青少年科学館を作る会（以下、「本会」という。）と称する。

（目的）

第２条　本会は、大分の青少年に、自然に対する理解と愛情、科学する喜びをもたらすと

ともに、市県民の科学知識と文化程度の向上に寄与するため、大分に青少年科学館を設

置することを目的とする。

（事業）

第３条　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）青少年科学館の魅力及びその設置の必要性の広報

（２）大分に設置すべき青少年科学館の理念及び具体案の検討

（３）行政に対する青少年科学館建設の提案

（４）青少年科学館建設時の行政に対する助言

（５）その他本会の目的を達成するために必要な事業

第２章　会員等

（構成）

第４条　本会は団体会員、個人会員、顧問及び賛助会員をもって構成する。

（団体会員）

第５条　本会の趣旨に賛同し、青少年科学館の設置に向けて積極的に活動を行おうとする

団体または組織であって、入会手続きを完了したものを団体会員という。

（個人会員）

第６条　本会の趣旨に賛同し、青少年科学館の設置に向けた活動に参加しようとする個人

であって、入会手続きを完了したものを個人会員という。

（顧問）

第７条　委員会の推薦により顧問としての手続きを完了したものを顧問という。

２　顧問は、本会の活動及び運営に助言する。

（賛助会員）

第８条　本会の事業を賛助するため入会した団体又は個人を賛助会員という。
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（入会）

第９条　団体会員、個人会員及び賛助会員として入会しようとする者は、入会申込書を会

長に提出しなければならない。

２　顧問に推薦された者は、本人の承諾をもって顧問となる。

（会費）

第１０条　団体会員及び賛助会員は別に定める会費を納入しなければならない。

（退会）

第１１条　本会を退会しようとする者は、退会届を会長に提出しなければならない。

第３章　役員

（種類及び定数）

第１２条　本会に、次の役員を置く。

（１）委員 　５名以上１１名以内

（２）監事 　２名以内

２ 委員のうち、１名を会長、２名以内を副会長、１名を常任委員とする。

（選任等）

第１３条　委員及び監事は、委員会において選任する。

２　会長、副会長及び常任委員は、委員の互選により定める。

３　委員及び監事は、相互に兼ねることができない。

（職務）

第１４条　会長は、本会を代表し、その業務を統括する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代行

する。

３　常任委員は、会長の命を受けて本会の業務を掌理し、会長及び副会長ともに事故があ

るときは、その職務を代行する。

４　委員は、委員会を構成し、本会の業務を執行する。

５　監事は、業務及び経理を監査し、その結果を委員会に報告する。

（任期）

第１５条　役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。

２　補欠又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間と同一と

する。

３　役員は、任期満了又は辞任の場合においても、後任者が選任されるまでは、なおその

職務を行わなければならない。
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第４章　委員会

（構成）

第１６条　委員会は、委員をもって構成する。

（権能）

第１７条　委員会は、次の事項を決定する。

（１） 会則及び規則の変更

（２） 役員の選任

（３） 顧問の推薦

（４） 事業報告及び決算報告の承認

（５） 事業計画及び収支予算の決定

（６） その他委員会が必要と認める事項

（種類及び開催）

第１８条　委員会は、通常会と臨時会の２種とする。

２ 通常会は、毎年１回開催する。

３ 臨時会は次のいずれかの場合に開催する。

（１）会長が必要と認めるとき。

（２）委員現在数の３分の１以上の者から会議の目的を記載した書面によって招集の請

求があったとき。

（議長）

第１９条　委員会の議長は、会長がこれに当たる。

（定足数等）

第２０条　委員会は、委員現在数の２分の１以上の出席がなければ議事を開き議決するこ

とはできない。ただし、議事につき書面をもってあらかじめ表決の意思表示をした者は、

出席したものとみなす。

２　委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。

（委員以外の出席）

第２１条　顧問は、第７条第２項に規定する助言を行うため、委員会に出席することがで

きる。

２　監事は、第１４条第５項に規定する監査報告を行うため、委員会に出席することがで

きる。
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第５章　その他

（会計年度）

第２２条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

（事務局）

第２３条　本会の事務を処理するため、事務局を設置する。

２　事務局に事務局長を置き、その任免は委員会の同意を得て会長が行う。

（会則の変更）

第２４条　この会則は、委員会において、委員の議決権の総数の３分の２以上の賛成を得

なければ変更することができない。

（解散）

第２５条　本会は、次の場合に解散するものとする。

（１）第２条に規定する目的を達成したとき

（２）第２条に規定する目的の達成が不可能であることが明らかになったとき

（３）委員会において、委員の議決権の総数の４分の３以上の賛成により解散の議決がさ

れたとき

（委任）

第２６条　本会の運営について必要な事項は、この会則で定めるもののほか、委員会の議

決を経て会長が別に定める。

附則

１ この会則は、本会設立の日から施行する。

２ 本会設立当初の役員は、会則第１３条の規定にかかわらず、設立総会の定めるとこ

ろによることとし、その任期は２００５年３月３１日までとする。

３ 本会設立当初の顧問は、会則第７条の規定にかかわらず、設立総会の定めるところ

による。

４ 本会の設立初年度の事業計画及び収支予算は、会則第１７条の規定にかかわらず、

設立総会の定めるところによる。

５ 本会の設立初年度の会計年度は、会則第２２条の規定にかかわらず、本会設立の日

から２００５年３月３１日までとする。


